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30 日機輸大阪第 104 号 

平成 31 年 2 月 28 日 

各位 

日 本機械輸出組合 

大阪支部長 黒田勝史 

平成 31 年度 「安全保障輸出管理 統括管理 実践力向上講座」の開催について 

拝啓 ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

当組合大阪支部では、組合員企業の安全保障輸出管理統括部門の新任者を対象とする、標

記講座を下記の通り開催します。（対象者以外の受講希望者もお受けします。） 

本講座では当支部で統括管理に関してよく寄せられる「社内細則やマニュアルの作り方がわ

からない、効果的なチェックの仕組みの作り方がわからない、保存文書が速やかに取り出せない、

違反にどう対応すればよいかわからない」等の相談について回答しているノウハウ・ポイントを説

明します。 

講師は、約 20 年間総合エレクトロニクス企業の事業場／全社統括部門で安全保障輸出管理

の実務・統括業務を実践してきた当組合 大阪支部チーフ 榊原準一が務めます。 

ご案内の通り、コンプライアンスプログラムを実践するためには事業部門での実践はもとより、

統括管理も必要不可欠です。本講座は統括管理の実践力向上にお役立ていただける講座です。

ご多用中とは存じますが、ぜひお申込みいただきますよう、ご案内申し上げます。 

敬具 

記 

１． 日程：平成 31 年 4 月 10 日（水）14:00～16:00 

２． 場所： 【主会場】当組合 大阪支部 会議室 

【副会場】当組合 東京本部 第一会議室（ＴＶ会議システム同時放映） 

略図：http://www.jmcti.org/jmchomepage/shoukai/shozaichi/index.htm 

３． 内容 
テーマ／講師 主な内容（予定） 

安全保障輸出管理 

統括管理のツボ 

 

榊原準一 

 ＣＰとは 

 安全保障輸出管理に関する様々な

責任等 

 統括部門の主な役割とポイント（例） 

 品質管理と該非判定 

 ノウハウを活かすツボ 

 歯止めのツボ 

 国際宅配便、手荷物の注意点 

 ミス誘発要因排除のツボ 

 実績資料保存のツボ 

 内部監査のツボ 

 誤り発見時の対応と再発防止のツボ 

４． 参加費：無料 

５． 募集人数（組合員企業社員限定）：【主会場】30 名、【副会場】30 名 

６． 申込方法： 以下のページからお申込み下さい。 
http://www.jmcti.org/jmchomepage/semminar/index.htm 

申込締切日時 4 月 3 日（水） 16:00（先着順に受付けます。） 
※お申込み頂きますと、自動的に申込受理通知メールが送られます。同通知が参加票となりますので、

当日プリントをご持参ください。 

万一、お申込みと入れ違いに定員に達し、募集停止となっていた場合は、申込翌日から 

3 営業日以内にその旨をメールにてご連絡させていただきます。 

７． お問合せ先： 

【主会場】 大阪支部 勝村(osaka2@jmcti.or.jp)／TEL：06-6252-5781 

【副会場】 貿易業務相談・研修室（東京） 佐藤(gyoumu@jmcti.or.jp)／TEL：03-3431-9630 

以上 
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